



































































で呉百益（Wu Peiyi）がThe Confucian’s Progressという題で、やはり中国の自
3  Georg Misch, Geschichte der Autobiographie (Frankfurt a.M. 1949‒69)，4 parts in 8 volumes. 実
際は第1巻（古代篇）がすでに1907年に発表され、おおいに補筆されて1949年に2分冊として再
版された。
4  Wolfgang Bauer, Das Antlitz Chinas. Die Autobiographische Selbstdarstellung in der 




























5  Pei-yi Wu, The Confucian's Progress. Autobiographical Writings in Traditional China. 







































7  Wolfgang Schamoni, Erinnerung und Selbstdarstellung: Autobiographisches Schreiben im 

































































































































































































































































































































































































































































































































  1 日奥　「賜京信徒書」（「御難記」）　(1602)
  2 木俣守勝　「紀年自記」　（1610）
  3 二木寿斎　「寿斎記」　（1611）
  4 反町幸定　「反町大膳訴状」　（1617）
  5 玉木吉保　「身自鏡」　（1617）
  6 島津義弘　「惟新公御自記」　（~1619）
  7 渡辺堪兵衛　「渡辺水庵覚書」　（1632）
  8 小幡景憲　「小幡景憲記」　（1642）
  9 松永貞徳　「戴恩記」　（~1644）
10 京極伊知子　「涙草」　（1650）
11 大蔵虎明　「わらんべ草」(1659)
12 脇田如鉄　「脇田家伝」　（1660）
13 即非如一　「広寿即非和尚行実」　（1665）
14 元政　「霞谷山人伝」　（~1668）附「偶書」
15 池田光政　「覚」　（1672）
16 伯巌性節　「行実」　（~1673）
17 山鹿素行　「配所残筆」　（1675）
18 中嶋両以　「中嶋両以記文」　（1675）
19 独湛性瑩　「独湛禅師行由」　（1676）
20 悦山道宗　「行実」　（1678）
21 林鵞峰　「自叙譜略」　（1680）附「一能子伝」、「西風涙露」
22 本阿弥光甫　「本阿弥行状記」上巻　（~1683）
23 榎本屋弥左衛門　「三子より之覚」　（1680）
24  了翁道覚　「了翁祖休行業記」　（1685）
25 徳川光圀　「梅里先生碑」　（1691）
26 近藤徳用　「雨夜のすさみ草」　（1695）
27 河内屋可正　「河内屋可正旧記」　（1693－1706）
28 宇治加賀掾　「門弟教訓」　（1697）
29 村上冬嶺　「二魂伝」　（1698）
30 貞閑尼（田捨女）　（無題の記録）　（1698）
31 橘染子　「故紙録」　（1700/1705）
